
全ての日本入国者に対する検疫措置の強化（検査証明の提出）について 

 

令和３年１月９日（更新） 

在ロサンゼルス日本国総領事館 

 

●日本人を含めて日本に入国する全ての渡航者は、新型コロナウイルス検査の検査証

明の提出を求められます。（下線及びハイライト部分が、９日付の更新箇所です。） 

 

１ 既に皆様には（外務省海外安全ホームページ 最新情報）が送られているものと思

いますが、１月８日付の「【広域情報】新型コロナウイルス感染症に関する新たな水際

対策措置」において、１月１３日午前０時（日本時間）以降に日本に入国する全ての方

に、出発前７２時間以内の新型コロナウイルス検査の検査証明の提出を求めるとして

関連情報が記載されていますので、以下のリンク先により詳細ご確認ください。 

https://www.anzen.mofa.go.jp/info/pcwideareaspecificinfo_2021C006.html 

 

２ したがいまして当館管轄地域のアリゾナ州につきましても、これまでのカリフォ

ルニア州と同様の扱いとなることとなりました。 

 

３ これにより、２０２１年１月１３日午前０時（日本時間）以降から緊急事態宣言が

解除されるまでの間は、既に検査証明の提出が義務づけられているカリフォルニア州

に加え、アリゾナ州内から帰国する方に限らず全ての国・地域についても、出発前７２

時間以内（検体採取から搭乗予定航空機の出発時刻までの時間）の新型コロナウイルス

検査証明が必要となります。 

なお、検査証明がなくても日本人は日本に入国することができますが、検査証明を提

出できない方に対しては、（ア）カリフォルニア州など異変種が確認された地域からの

入国者については、１３日午前０時（日本時間）を待たず既に、検疫所長の指定する場

所（検疫所が確保する宿泊施設に限る。）での待機を求められた上で、入国後３日目に

おいて、改めて検査を行い、陰性と判定された方については、位置情報の保存等（接触

確認アプリのダウンロード及び位置情報の記録）について誓約を求められるとともに、

検疫所が確保する宿泊施設を退所し、入国後１４日間の自宅等での待機を求める、（イ）

それ以外の地域からの入国者については、検疫所長の指定する場所（検疫所が確保する

宿泊施設に限る。）での待機を求められた上で、入国後３日目において、改めて検査を

行い、陰性と判定された方については、位置情報の保存等（接触確認アプリのダウンロ

ード及び位置情報の記録）について誓約を求められるとともに、検疫所が確保する宿泊

施設を退所し、入国後１４日間の自宅等での待機を求められることとなります。 

 

４ 出国前の検査証明ついては、所定のフォーマット（以下（１））での提出が原則で

すが、右フォーマットに対応する医療機関がない場合、任意のフォーマットも可能とさ

れており、その場合は、以下（２）の内容が記載されている必要があります。 

検査証明に関する詳細情報は、以下のリンク先よりご確認ください。 

 https://www.mofa.go.jp/mofaj/ca/fna/page25_001994.html 

（１）所定のフォーマット（Word） （１２月１０日付）を現地医療機関が記入し、医

https://www.anzen.mofa.go.jp/info/pcwideareaspecificinfo_2021C006.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/ca/fna/page25_001994.html


師が署名又は押印したもの 

（２）任意のフォーマット（所定フォーマットと同内容（以下ア～ウ）が記載されてい

ること） 

ア 人定事項（氏名、パスポート番号、国籍、生年月日、性別） 

イ COVID-19 の検査証明内容（検査手法（所定のフォーマットに記載されている採

取検体、検査法に限る）、検査結果、検体採取日時、検査結果決定年月日、検査証明交

付年月日） 

ウ 医療機関等の情報（１：医療機関名（又は医師名）、２：医療機関住所、３：医

療機関印影（又は医師の署名））の全項目が英語で記載されたものに限る） 

（３）提出する検査証明において認められている採取検体は以下のいずれかになりま

すので、検査を受ける際に確認してください。（日本政府が指定する検査証明のフォー

マット内に検査法も明記されています。） 

ア 鼻咽頭ぬぐい液 

Nasopharyngeal swab 

イ 唾液 

Saliva 

（４）提出する検査証明において認められている検査方法は以下のいずれかになりま

すので、検査を受ける際に確認してください。（日本政府が指定する検査証明のフォー

マット内に検査法も明記されています。） 

ア 核酸増幅検査（real time RT-PCR 法） 

Nucleic acid amplification test（real time RT-PCR） 

イ 核酸増幅検査（LAMP 法） 

Nucleic acid amplification test （LAMP） 

ウ 抗原定量検査 

Quantitative antigen test (CLEIA) 

 なお、日本のフォーマットに書き換え可能な検査機関などの情報は、当館ホームペー

ジ上で紹介させていただきます。 

 

５ 【ご参考】日本に入国・帰国する際に提出する質問票が電子化されます。 

（１）日本に入国・帰国する際には、新型コロナウイルス感染症の検疫手続きとして、

滞在歴や健康状態を記入した「質問票」の提出が必要です。 

（２）これまで機内で配布されていた質問票が、電子化され、出発前の事前入力ができ

るようになりました。 

（３）日本への到着前に、自宅・出発地の空港・航空機内などで「質問票 Web」に質問

項目を入力し、QR コードを作成して、画面を保存または印刷いただくことで、スムー

ズな検疫手続を行うことができます。 

（４）「質問票 Web」をスマートフォンやタブレットのホーム画面に追加することで、

航空機内などのオフライン環境からでも「質問票 Web」の入力が可能になります。 

（５）「質問票 Web」では、名前の入力や日本における住所の選択でアルファベットを

使用することもあるため、アルファベットに慣れていない方は、補助が必要になる場合

があります。 

＊質問票 Webへのアクセス：https://arqs-qa.followup.mhlw.go.jp 

https://arqs-qa.followup.mhlw.go.jp/

